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はじめに : カドヘリンは Ca2+依存的に細胞同士を接着させる膜分子群として同定されま

した。これらの分子には細胞外領域にカドヘリンリピ－トと呼ばれる共通の反
復構造を持つこと、カルシウムイオン非存在下では接着活性を示さないこと、
ホモフィリックな結合能を示すこと、サブタイプ間で選択的な接着親和性を持
つこと、といった共通する性質があります。これまでに 30 以上のカドヘリンス
ーパーファミリーに属する分子が同定されています。 

  特にクラシック・カドヘリンと呼ばれる分子群はカルシウムイオン依存性に機
能する強力な細胞・細胞間接着分子群であり、結合特異性を異にする多種のサブ
クラスから成っています。これらの発現の on、off は発生の様々な段階におい
て細胞の離散・集合に関与し、多様な組織の発生を制御していると考えられてお
り、また、生体における組織構造の維持にも大きな役割を果たしていると考え
られ、その機能異常が種々の疾病発生に関与していることが予想されています。
現在までにヒトにおいては 14 種類のクラシック・カドヘリンʜサブクラスが同
定されており、N-Cadherin はその一つです。 

 
免疫抗原 : Human N-Cadherin extracellular subdomain 1-3 のリコンビナントタンパク質 
 
精製方法 : 抗原による特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA, 0.05 % NaN3 含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 
 
保存方法及び : 2 ～ 8 °C 保存 5 年間安定 
安定性 : 溶解後 –20 °C 保存 2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 0.5～2 μg/mL にて使用可能 
使用方法  (ホルマリン固定、パラフィン切片＊マイクロウェーブ処理により染色性が増強

されます) 
  : ウエスタン・ブロッティング 2～5 μg/mL にて使用可能 
  : 免疫沈降法 3～5 μg/test にて使用可能 

  
特異性 : 他のカドヘリントランスフェクタントとは交差しません。 
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